


教員紹介

研究科長挨拶

立正大学は150年以上の歴史を持つ大学で、経済学研究科は1988年に創設されました。本研究科の特徴
は優れた研究環境、個性尊重型の指導体制、中国経済に焦点を当てた幅広い研究分野、多様なカリキュラ
ム体系で留学生向けの日本語教育にも力を入れています。社会人のための入試制度や長期履修制度も導
入しており、社会人学生も多く学んでいます。ぜひ立正大学経済学研究科の扉を開いてください。

研究科長　苑 志佳
専門分野 中国経済論、アジア経済論

戎野 淑子
専門分野
労使関係論、労働経済学

王 在喆
専門分野
経済発展論、中国経済論

河原 伸哉
専門分野
国際経済学、環境経済学

平 伊佐雄
専門分野
ヨーロッパ中世経済史、修
道院史

中村 宗之
専門分野
経済理論（貨幣、信用論、分
配論）

小林 隆史
専門分野
都市地域計画、オペレーショ
ンズ・リサーチ

小松 宏行
専門分野
社会的選択理論、ミクロ経
済学

宮川 幸三
専門分野
経済統計学、産業連関分析

山口 和男
専門分野
ゲーム理論、公共経済学、ミ
クロ経済学

村田 啓子
専門分野
日本経済論

外木 好美
専門分野
企業の設備投資行動、無形
資産、企業価値

髙橋 美由紀
専門分野
日本経済史、歴史人口学

林 康史
専門分野
金融論、外国為替論、金融法

ホーマン 由佳
専門分野
英語教育、メディア英語

王 芮
専門分野
マクロ経済学

慶田 昌之
専門分野
金融論、マクロ経済学、国
際金融

黄 昱
専門分野
中国と日本古典文学の比較
研究

小林 幹
専門分野
非線形力学系の解析と制御

櫻井 一宏
専門分野
環境政策評価、流域・沿岸
域管理政策

小沢 奈美恵
専門分野
アメリカ文学とアメリカ文化

小野﨑 保
専門分野
非線形経済動学、複雑系経
済学

小沢 佳史
専門分野
経済学史

川口 真一
専門分野
財政学、租税論

北原 克宣
専門分野
農業経済論、地域経済論、
土地経済論

真田 治子
専門分野
日本語学、計量言語学、日
本語史

芹田 浩司
専門分野
開発経済、ラテンアメリカ
経済、多国籍企業論

吉田 友美
専門分野
環境財や観光地の経済評価

渡部 真弘
専門分野
メカニズムデザイン



経済学研究科 修士課程・博士後期課程について

学修・研究環境
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経済システム研究コース

環境システム研究コース

地域システム研究コース

経済システム研究コース

環境システム研究コース

地域システム研究コース

■論文作成までのスケジュール（修士課程）

1年次

4月	 入学式、研究指導計画作成
9月	 修士論文中間発表聴講
10月	 課外勉強会
★随時、研究・論文指導

2年次

4月	 研究指導計画提出
9月	 修士論文中間発表
10月	 課外勉強会
1月	 修士論文提出・口頭試問
3月	 修了式

経済学研究科には、「経済システム研究コース」、「環境システム
研究コース」及び「地域システム研究コース」の3つのコースがあ
ります。「学生が研究者または高度な職業人として自立した研究
活動などを行うこと」に必要な研究能力およびその基礎となる豊
富な学識を養うために、各コースに幅広い専門科目を配置して
います。学生は、経済システムの科目、環境システムの科目およ
び地域システムの科目などを総合的に学修し、各自の研究目標
にあわせて計画的に研究を行います。また、修士論文を計画的
に作成するための思考力・判断力を高めることを目的とした少
人数クラスで行う講義・演習科目もあります。

3つのコース

経済学研究科には、「経済システム研究コース」、「環境システム
研究コース」、「地域システム研究コース」があり、幅広い専門科
目を配置しています。学生はこれらの科目を総合的に学び、修士
論文作成のための少人数クラスや演習科目を受講し、研究目標
に合わせて計画的に研究を進めます。また、異文化交流を深め
るための語学研修科目もあります。

豊富な教員陣と個性尊重の指導体制

経済学研究科には、理論から応用分野まで幅広い専門分野を
指導できる教員が在籍しています。学生の個性や研究分野に応
じた指導教員を選び、社会人には社会人入試制度や長期履修
制度を提供しています。社会人学生も博士号取得を目指して学
んでいます。

充実した研究サポート体制

研究科では、課外勉強会や合宿を通じて学生同士や教職員と
の交流を図り、院生専用の研究室には最新の設備が整ってい
ます。さらに、プロの日本語教師による日本語演習科目も開講さ
れ、留学生も正しい日本語で学位論文を作成できるようサポート
しています。




